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新東名高速道路建設工事の様子

甚
大
化
す
る
自
然
災
害
に
対
し

危
機
意
識
を
高
め
、
対
策
を
講
じ
よ

若
者
の
命
と
み
ら
い
を
守
ろ
う

市
長
は
早
急
に
新
東
名
高
速
道
路
建
設
に
よ
る

地
下
水
の
水
質
汚
染
・
水
量
を
調
査
せ
よ

創
　
和
　
会
　
　
　
阿
蘇
　
佳
一

一
　
行
革
推
進
に
つ
い
て

問　
①
本
市
の
借
金
８
１
３
億
円
、
市

民
一
人
50
万
円
、
未
収
金
31
億
円
、
令

和
40
年
に
人
口
約
12
万
人
と
な
る
。
ス

ピ
ー
ド
感
あ
る
行
革
が
必
要
だ
が
、
市

の
参
事
職
は
平
成
29
年
度
29
人
、
元
年

度
37
人
と
増
え
た
。
ス
リ
ム
化
の
考
え

は
、
②
市
役
所
内
コ
ン
ビ
ニ
は
１
２
０

０
万
円
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
郵
便

局
は
２
０
０
万
円
が
年
間
賃
料
で
あ
る
。

新
た
な
再
配
置
の
考
え
は
、
ど
う
か
。

答　
①
参
事
職
の
在
り
方
は
引
き
続
き

日
本
共
産
党
　
　
　
露
木
　
順
三

一
　
地
下
水
保
全
環
境
施
策
に
つ
い
て

問　
本
市
は
新
東
名
高
速
道
路
工
事
の

中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
へ
の
地
下

水
の
水
質
・
水
量
保
全
策
を
、
工
事
が

終
了
し
て
い
な
い
た
め
影
響
を
判
断
で

検
討
す
る
。
②
令
和
12
年
度
ま
で
に
、

小
・
中
学
校
の
一
体
化
や
近
隣
公
民
館

と
の
複
合
化
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

二
　
若
者
の
命
と
み
ら
い
に
つ
い
て

問　
①
本
市
の
児
童
虐
待
相
談
件
数
は

１
４
９
件
、
千
葉
県
野
田
市
の
児
童
虐

待
事
件
に
対
す
る
考
え
は
、
②
い
じ
め

１
２
８
４
件
、
不
登
校
１
８
３
人
、
大

人
が
子
ど
も
の
命
を
守
る
と
い
う
強
い

意
識
で
子
ど
も
の
視
点
に
立
っ
た
対
応

が
必
要
だ
が
、
③
覚
せ
い
剤
な
ど
か
ら

子
ど
も
の
命
を
守
る
考
え
は
、
ど
う
か
。

答　
①
教
育
委
員
会
と
し
て
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
と
重
く
受
け
止
め
る
。

②
早
期
か
ら
組
織
的
な
対
応
を
行
え
る

体
制
が
重
要
で
あ
る
。
③
引
き
続
き
児

童
・
生
徒
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
う
。

三
　
東
海
大
学
と
の
連
携
に
つ
い
て

問　
３
、
４
年
生
の
政
治
経
済
と
観
光

学
部
が
東
京
に
移
転
、
新
た
に
建
築
都

市
と
児
童
教
育
学
部
、
情
報
メ
デ
ィ
ア

学
科
な
ど
が
新
設
さ
れ
る
が
、
ど
う
か
。

答　
中
・
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
や
幼

児
保
育
・
教
育
の
充
実
な
ど
の
分
野
で

連
携
を
さ
ら
に
強
固
に
し
て
い
く
。

き
な
い
と
し
て
い
る
。
東
地
区
で
は
井

戸
水
や
イ
チ
ジ
ク
畑
散
水
用
湧
水
が
出

な
い
、
田
ん
ぼ
に
白
い
水
が
入
り
一
面

が
白
く
な
る
な
ど
の
現
象
が
起
き
て
お

り
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
影
響
と
考
え
る
。

早
急
に
副
市
長
は
水
質
汚
染
な
ど
の
実

態
を
確
認
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

答　
令
和
元
年
10
月
下
旬
に
現
地
を
確

認
し
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
へ
従

来
以
上
に
細
や
か
な
対
応
を
依
頼
す
る
。

二
　
消
費
税
10
％
へ
の
増
税
に
つ
い
て

問　
景
気
悪
化
の
中
、
消
費
税
10
％
増

税
は
市
民
の
暮
ら
し
が
さ
ら
に
困
窮
す

る
が
、
市
長
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
本
市
へ
の
配
分
額
を
社
会
保
障
に

活
用
し
、
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
。

三
　
災
害
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

問　
大
規
模
地
震
発
生
時
の
一
次
避
難

所
23
カ
所
の
う
ち
６
カ
所
が
土
砂
災
害

警
戒
区
域
に
入
っ
て
い
る
。
早
急
に
改

め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
ど
の
程
度
ま
で
土
砂
が
襲
っ
て
く

る
か
を
検
討
す
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
、

23
カ
所
を
変
更
す
る
予
定
は
な
い
。

問　
台
風
15
号
の
被
害
と
し
て
、
千
葉

県
で
は
大
規
模
停
電
に
よ
る
長
期
間
断

水
が
あ
っ
た
。
停
電
時
に
影
響
を
受
け

る
本
市
の
水
道
施
設
22
カ
所
の
非
常
用

発
電
設
備
の
設
置
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
未
整
備
４
カ
所
中
１
カ
所
は
可
搬

式
で
対
応
し
３
カ
所
は
整
備
す
る
ま
で

大
型
発
電
機
を
レ
ン
タ
ル
し
対
応
す
る
。

公
　
明
　
党
　
　
横
山
む
ら
さ
き

一
　
産
後
ケ
ア
の
充
実
に
つ
い
て
　

問　
市
の
調
査
で
は
、
子
ど
も
を
見
て

も
ら
え
る
子
育
て
環
境
が
な
い
と
の
回

答
が
約
１
割
あ
り
、
産
婦
の
孤
立
化
が

心
配
さ
れ
る
。
産
後
の
心
身
を
休
ま
せ

る
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ
る
が
ど
う
か
。

答　
令
和
元
年
度
は
市
直
営
型
の
産
後

ケ
ア
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
、

民
設
民
営
の
宿
泊
型
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、
ま
ず
は
日
帰
り
型
の
実
施
に
向

け
働
き
か
け
て
い
く
。

二
　
風
水
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て

問　
自
然
災
害
が
激
甚
化
し
て
お
り
、

台
風
や
豪
雨
災
害
へ
の
市
民
の
危
機
意

識
を
喚
起
し
、
平
時
か
ら
対
策
を
講
じ

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
今
後
、
見
や

す
く
分
か
り
や
す
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

へ
の
改
訂
や
浸
水
想
定
区
域
の
電
柱
に

浸
水
危
険
区
域
の
表
示
が
で
き
な
い
か
。

答　
県
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
改
訂
す
る
予
定
で
あ
り
、

避
難
所
や
警
戒
レ
ベ
ル
な
ど
記
載
内
容

や
表
示
方
法
を
さ
ら
に
工
夫
し
た
い
。

浸
水
想
定
表
示
は
有
効
性
を
検
討
す
る
。

三
　
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
の
認
定
に
つ

い
て

問　
神
奈
川
県
内
に
は
既
に
４
カ
所
の

森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
が
存
在
す
る
が
、

他
の
基
地
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
に
、

ア
ク
ア
セ
ラ
ピ
ー
な
ど
秦
野
な
ら
で
は

の
魅
力
あ
る
取
り
組
み
を
加
味
し
て
基

地
を
Ｐ
Ｒ
で
き
な
い
か
。

答　
令
和
２
年
度
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
際
に
、

本
市
の
地
域
特
性
を
生
か
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
準
備
し
、
多
く
の
人
が
訪
れ
た

く
な
る
よ
う
情
報
発
信
に
努
め
る
。

ギ カ イ の ギ モ ン 陳情って
何？　陳情とは、国や地方公共団体などが

所管する事項について、実情を述べて
適切な措置を取るように議会に要望す
ることをいいます。陳情の提出に当たっ
て、国籍・年齢の制限はありません。したがって、日本国内に在住の外国人
の方、未成年の方も陳情することができます。
　陳情書を受理した後、採決までの主な流れは次のようになっています。

令和元年 12 月第４回定例会で審査する陳情の提出期限は
令和元年 11 月 25 日（月）午後５時 までです。

• ○○制度を拡充してほしい
•△△公園をつくってほしい

慎重に審査するため、
所管する委員会での
審査を決定

※陳情の内容によっては、
委員会付託をしない取り扱
いとすることがあります。

※陳情者は、陳情の
趣旨の補足説明や陳
情に込められた思い
を委員会で述べるこ
とができます。

内容により国や県
などに意見書を提
出することもあり
ます。また陳情者
に審査結果をお知
らせします。

審査・採決

陳情者 議 長

本会議所管する委員会本会議

内容が妥当で、その実現を
図ることが必要と認めるも
の

採　　択1

内容の一部について妥当と
認めるもの趣旨採択2

その要望に沿いがたいもの不 採 択3

委員会の審査が会期中に終
了せず、閉会中も審査を継
続するもの

継続審査4

審査期間中に採決に至ら
ず、継続審査にもならない
もの

審査未了5

陳情書を受理

所管する委員会
の委員長からの
報告を踏まえ
審議・採決

安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
た
め

重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
の
継
続
を

令
元
陳
情
第
６
号
　
重
度
障
害
者
医
療

費
助
成
制
度
継
続
に
つ
い
て
の
陳
情

▼
願
　
意

　

障
が
い
児
者
・
透
析
患
者
が
安
心
し

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
令
和
２

年
度
の
予
算
編
成
に
際
し
、
重
度
障
害

者
医
療
費
助
成
制
度
を
継
続
し
、
障
が

い
児
者
・
透
析
患
者
が
継
続
し
て
助
成

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
、
「
重
度
障
害
者

医
療
費
助
成
制
度
は
、
障
が
い
児
者
・

透
析
患
者
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る

上
で
、
大
変
重
要
な
制
度
で
あ
る
。
今

後
、
２
年
度
に
向
け
た
予
算
の
編
成
時

期
に
入
る
が
、
こ
の
制
度
を
継
続
し
て
、

引
き
続
き
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と

の
意
見
の
一
致
を
見
た
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

採　

択
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

採　

択
（
賛
成
全
員
）

陳

情

議会だよりへのご意見をお寄せください。
　市民の皆さんの議会だよりに対するご意見などをお聞かせく
ださい。ご意見などは議会報編集委員長が直接拝見させていた
だき、読みやすい紙面づくりに生かしていきます。
郵送：〒 257-8501　秦野市桜町一丁目３番２号　議事政策課宛
e-mail：gikai@city.hadano.kanagawa.jp

　「議員からの質問に答弁した者の名前を記載してほしい。」
　　回答  ご要望につきまして、編集委員会で検討しています。

こんなご意見をいただいています！

電柱への表示で日頃からの注意喚起を

東海大学における若い力を十分に生かした
連携の強化を




